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年
4
月

09
プ
ラ
ハ
で
、

オ
バ
マ
米
大

統
領
は
、「
ア

メ
リ
カ
は
核

兵
器
を
使
用

し
た
唯
一
の
国
と
し
て
行
動
す

る
責
任
が
あ
る
」「
核
兵
器
の

役
割
を
下
げ
る
」「
冷
戦
思
考

を
終
わ
ら
せ
る
」
な
ど
と
す
る

重
要
な
演
説
を
行
っ
た
。

　「
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
」

と
の
オ
バ
マ
発
言
を
引
き
出
し

た
2
つ
の
重
要
な
提
言
が
あ

る
。
　
1
つ
は
、　
年
1
月
の
核
戦

07

略
推
進
の
元
米
政
府
高
官
4
氏

に
よ
る
「
核
兵
器
の
な
い
世

界
」
の
提
言
で
あ
る
。「
核
テ

ロ
の
脅
威
が
あ
る
の
で
、
ア
メ

リ
カ
の
安
全
保
障
は
核
兵
器
が

な
い
ほ
う
が
よ
い
」、「
ア
メ
リ

カ
は
そ
れ
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
と
る
べ
き
だ
」
と
し
た
。

　
も
う
1
つ
は
、　
年
　
月
の

08

10

パ
ン
・
ギ
ム
ン
国
連
事
務
総
長

の
「
核
軍
縮
5
項
目
」
の
提
案

で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
「
核
保

有
国
は
核
兵
器
禁
止
条
約
の
締

結
を
」
と
注
目
す
べ
き
発
言
を

し
て
い
る
。

　
前
者
は
、
世
界
人
類
の
生
存

を
保
障
し
、
人
間
の
尊
厳
を
守

り
、
核
兵
器
の
残
虐
性
を
阻
止

す
る
と
い
う
発
想
で
は
な
い
。

一
方
後
者
は
、
最
大
の
暴
力
で

あ
る
核
兵
器
の
脅
威
か
ら
、
世

界
人
類
を
全
面
的
に
解
放
す
る

と
す
る
姿
勢
で
あ
る
。

　
今
年
5
月
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
が
開
催
さ

れ
た
。
核
保
有
国
の
核
兵
器
廃

絶
の
た
め
の
「
明
確
な
約
束
」

を
再
確
認
す
る
最
終
合
意
文
書

を
採
択
し
た
。
5
年
前
の
会
議

と
比
較
し
て
、
大
き
な
前
進
を

世
界
の
人
び
と
と
共
有
で
き

た
。
し
か
し
核
保
有
国
に
対
し

て
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の
交
渉

に
つ
い
て
、
期
限
を
限
っ
た

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
明
確
に
で
き

な
か
っ
た
な
ど
、
い
く
つ
か
の

点
で
限
界
が
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
保
険
医
協
会
・
医
会

の
中
に
、
憲
法
第
9
条
を
生
か

す
理
念
と
行
動
に
賛
同
す
る
会

員
は
多
い
。
し
か
し
、
核
兵
器

禁
止
・
核
廃
絶
の
実
現
の
発
想

に
賛
同
す
る
に
は
躊
躇
す
る
会

員
が
み
ら
れ
る
。「
核
抑
止
」

や
「
核
の
傘
」
の
論
調
が
一
定

の
効
果
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
は
菅
政
権

の
政
策
、
マ
ス
コ
ミ
の
財
界
・

軍
需
産
業
寄
り
の
報
道
が
加
担

し
て
い
る
。
元
米
国
防
長
官
が

明
確
に
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

日
本
の
安
全
保
障
に
「
核
抑
止

論
」
は
虚
構
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

　
翻
っ
て
北
朝
鮮
が
日
本
を
核

攻
撃
し
た
と
仮
定
し
よ
う
。
そ

の
時
点
で
「
核
抑
止
論
」
は
完

全
に
破
た
ん
し
た
こ
と
に
な

る
。
そ
こ
で
阿
鼻
叫
喚
の
日
本

を
想
像
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
米

国
の
反
撃
で
国
家
自
体
が
崩
壊

し
た
北
朝
鮮
を
想
像
で
き
る
だ

ろ
う
か
。
悲
惨
な
被
爆
者
の
状

況
を
想
像
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

　
8
月
　
日
か
ら
　
日
ま
で
ス

25

30

イ
ス
・
バ
ー
ゼ
ル
で
第
　
回
Ｉ

19

Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
（
核
戦
争
防
止
国
際

医
師
会
議
）
が
開
催
さ
れ
た
。

主
催
国
ス
イ
ス
は
、
戦
後
一
時

期
核
兵
器
の
開
発
を
行
っ
た
歴

史
が
あ
る
。
し
か
し
核
兵
器
で

世
界
の
平
和
は
保
障
で
き
な
い

と
、
核
兵
器
の
開
発
を
放
棄
し

た
。
全
体
会
議
で
ス
イ
ス
の
女

性
外
相
は
「
核
兵
器
は
人
間
が

作
っ
た
も
の
で
あ
り
、
人
間
の

手
に
よ
っ
て
な
く
す
こ
と
も
可

能
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

　
核
兵
器
禁
止
・
核
兵
絶
の
た

め
に
、
世
界
の
世
論
と
行
動
を

一
層
巻
き
起
こ
そ
う
。
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核
兵
器
禁
止
・
核
廃
絶
の
実
現
を

（ ）2

く
成
立
さ
せ
、
各
共
済
を
運

営
す
る
団
体
の
実
態
に
即
し

た
政
省
令
に
す
る
よ
う
求
め

る
こ
と
が
喫
緊
に
必
要
だ
。

立
法
府
の
役
割
を
果
た
さ
せ

る
よ
う
、
強
く
働
き
か
け
て

い
こ
う
」と
呼
び
か
け
た
。　

　
基
調
報
告
を
行
っ
た
斎
藤

義
孝
・
日
本
勤
労
者
山
岳
連

盟
理
事
長
は
、「
自
主
共
済
は

市
民
が
自
主
的
に
助
け
合
い

の
制
度
と
し
て
作
り
上
げ
て

き
た
も
の
で
あ
り
、
国
は
そ

れ
を
支
援
こ
そ
す
れ
、
潰
す

な
ど
は
時
代
の
流
れ
に
逆
行

す
る
。　
年
の
改
定
保
険
業

05

法
は
、『
消
費
者
や
契
約
者
保

護
』
を
『
錦
の
御
旗
』
に
掲

げ
て
い
た
が
、
そ
の
実
態
は

在
日
米
国
商
工
会
議
所
や
日

本
の
保
険
業
界
の
要
望
を
背

景
と
し
た
規
制
緩
和
、
市
場

自
主
共
済
の
再
開
を
直
ち
に

保
険
業
法
再
改
定
求
め
院
内
集
会

一
氏
、
タ
レ
ン
ト
の
稲
川
淳

二
氏
な
ど
か
ら
賛
同
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
た
ほ

か
、
国
会
議
員
に
手
渡
し
た

要
請
書
に
は
、
全
国
　
団
体

59

か
ら
賛
同
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
集
会
で
、
主
催
者
と
し
て

挨
拶
し
た
住
江
憲
勇
保
団
連

会
長
は
、「
さ
ま
ざ
ま
な
団
体

が
会
員
の
た
め
に
実
施
す
る

共
済
・
互
助
制
度
の
再
開
を

願
う
加
入
者
の
声
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。『
保
険
業
法

再
改
定
法
案
』
を
一
刻
も
早

すべての自主共済が原状復帰できるよ
う求めた院内集会

集
会
参
加
国
会

議
員
・
秘
書
（
順

不
同
・
敬
称
略
） 

◆
国
会
議
員〈
衆
議
院
〉階

猛（
民
主
）、宮
崎
岳
志（
民

主
）、空
本
せ
い
き（
民
主
）、

室
井
秀
子（
民
主
）、宮
本
た

け
し（
共
産
）、〈
参
議
院
〉西

村
ま
さ
み（
民
主
）、大
門
実

紀
史（
共
産
）

◆
秘
書〈
衆
議
院
〉郡
和
子

（
民
主
）、大
西
健
介（
民

主
）、初
鹿
明
博（
民
主
）、松

本
剛
明（
民
主
）、長
尾
敬

（
民
主
）、橋
本
勉（
民
主
）、

服
部
良
一（
社
民
）、下
地
幹

郎（
国
民
新
）、辻
元
清
美

（
無
所
属
）、〈
参
議
院
〉姫
井

由
美
子（
民
主
）、大
久
保
勉

（
民
主
）、金
子
原
二
郎（
自

民
）、山
下
よ
し
き
（
共
産
）

開
放
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と

指
摘
し
た
。

　
ま
た
斎
藤
氏
は「
消
費
者
、

契
約
者
保
護
が
目
的
と
い
う

な
ら
、
自
主
共
済
は
本
来
規

制
の
対
象
と
す
べ
き
で
な

か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、

実
態
も
つ
か
ま
ず
自
主
共
済

を
規
制
し
た
改
定
保
険
業
法

は
大
き
な
過
ち
で
あ
り
、
立

法
府
は
責
任
を
取
る
べ
き
」

と
し
、
す
べ
て
の
自
主
共
済

が
完
全
に
原
状
復
帰
で
き
る

法
改
定
と
政
省
令
の
改
定

を
、
国
は
責
任
を
も
っ
て
行

う
べ
き
だ
と
訴
え
た
。

　
ま
た
、
知
的
障
害
者
互
助

会
、
全
国
市
町
村
職
員
互
助

会
、
全
国
教
職
員
互
助
会
な

ど
か
ら
、
公
的
な
保
障
を
補

う
、
各
団
体
独
自
の
助
け
合

い
の
制
度
の
意
義
や
、
一
刻

も
早
い
制
度
の
原
状
復
帰
の

訴
え
が
あ
っ
た
。

　
集
会
に
参
加
し
た
国
会
議

員
か
ら
は
、「
期
待
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」「
今

回
の
再
改
定
法
案
は
完
全
な

も
の
で
は
な
い
が
、
審
議
の

中
で
問
題
点
を
明
ら
か
に
し

て
い
き
た
い
。ま
た
自
主
的
、

健
全
に
行
わ
れ
て
い
る
自
主

共
済
の
適
用
除
外
を
引
き
続

き
求
め
て
い
き
た
い
」な
ど
、

発
言
が
相
次
い
だ
。

　
懇
話
会
で
は
、
こ
の
集
会

を
弾
み
に
し
て
、
臨
時
国
会

で
の
再
改
定
法
案
成
立
と
、

実
態
に
合
っ
た
政
省
令
を
求

め
、
引
き
続
き
運
動
を
強
め

る
と
し
て
い
る
。

　
保
団
連
も
参
加
す
る
「
共

済
の
今
日
と
未
来
を
考
え
る

懇
話
会
」
は
　
月
7
日
、
衆

10

議
院
第
1
議
員
会
館
で
、「
助

け
合
い
の
共
済
を
守
れ
外

　
・
7
国
会
内
集
会
―
原
状

10復
帰
で
き
る
『
保
険
業
法
改

定
』
と
政
省
令
を
求
め
る
」

を
開
催
し
た
。
国
会
議
員
7

人
、
秘
書
　
人
を
は
じ
め
、

13

懇
話
会
参
加
団
体
は
じ
め
　10

団
体
か
ら
1
0
0
人
が
参
加

し
た
。

　
集
会
に
は
作
家
の
森
村
誠

第
　
回
医
療
研
究
集
会

25
（
1
面
記
事
の
続
き
）

　
保
団
連
医
療
研
究
集
会
で

は
、「
人
は
人
に
癒
さ
れ
る
」

と
題
し
て
、
全
盲
の
イ
ラ
ス

ト
レ
ー
タ
ー
で
児
童
文
学
者

の
エ
ム
・
ナ
マ
エ
氏
が
記
念

講
演
し
た
。

　
　
歳
に
な
る
ナ
マ
エ
氏
は

62
3
歳
の
と
き
に
落
語
を
聴

き
、
そ
の
感
動
を
絵
に
描
い

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
絵
本

画
家
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
自

身
の
生
い
立
ち
や
、
交
友
を

語
っ
た
。そ
し
て
　
歳
の
時
、

34

医
師
か
ら
糖
尿
病
と
診
断
さ

れ
失
明
と
余
命
数
年
を
宣
告

さ
れ
た
こ
と
、
医
師
の
言
葉

と
患
者
の
思
い
の
す
れ
違

い
、
闘
病
生
活
と
医
療
の
対

応
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
と

し
て
再
起
す
る
過
程
な
ど

を
、
会
場
を
笑
い
で
包
み
な

が
ら
語
っ
た
。

　
2
日
目
は
、6
分
科
会
、ポ

ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
　
演
84

題
の
研
究
発
表
が
行
わ
れ

た
。午
後
は「
認
知
症
高
齢
者

の
介
護
と
人
権
」、「
日
常
診

療
に
お
け
る
医
療
連
携
を
促

進
す
る
た
め
に
」、市
民
公
開

企
画「『
戦
争
と
医
の
倫
理
』

を
検
証
す
る
」の
3
つ
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
認
知
症
高
齢
者

の
介
護
と
人
権
」

　
宮
澤
由
美
医
師
は
、専
門
医

と
し
て
認
知
症
に
向
き
合
っ

て
い
る
実
践
を
も
と
に
報
告

し
た
。歯
科
医
師
の
五
島
朋
幸

氏
は
、要
介
護
高
齢
者
の
口
腔

ケ
ア
と
訪
問
歯
科
診
療
の
役

割
の
重
要
性
を
報
告
し
た
。

　
社
会
福
祉
法
人
浴
風
会
ケ

ア
ス
ク
ー
ル
校
長
の
服
部
安

子
氏
は
、介
護
家
族
な
ど
が

虐
待
に
至
る
切
実
な
状
況
を

報
告
、「
認
知
症
の
人
と
家
族

の
会
」副
代
表
理
事
の
勝
田

登
志
子
氏
は
、今
年
　
年
を

30

迎
え
た
会
の
活
動
や
、1
4

0
0
人
の
当
事
者
の
声
を
集

め
　
年
に
発
表
し
た「
提
言
・

07
私
た
ち
の
期
待
す
る
介
護
保

険
」
を
紹
介
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
日
常
診
療
に
お
け

る
医
療
連
携
を
促

進
す
る
た
め
に
」

　
大
田
洋
二
郎
氏
（
静
岡
県

立
静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー
歯

科
・
口
腔
外
科
部
長
）
が
、

が
ん
患
者
を
対
象
に
し
た
口

腔
ケ
ア
や
歯
科
治
療
を
、
地

域
の
歯
科
医
師
と
協
力
し
て

行
う
病
診
連
携
構
築
の
実
践

を
報
告
し
た
。
ま
た
、
紙
屋

克
子
氏
（
筑
波
大
学
名
誉
教

授
）
は
、
意
識
障
害
患
者
へ

の
経
口
摂
取
へ
の
取
り
組
み

が
意
識
回
復
の
過
程
に
及
ぼ

す
効
果
に
つ
い
て
、
臨
床
看

護
の
立
場
か
ら
紹
介
し
た
。

糖
尿
病
専
門
医
の
新
井
桂
子

氏（
神
奈
川
県
保
険
医
協
会
）

は
、
糖
尿
病
診
療
の
地
域
連

携
を
進
め
る
た
め
発
足
し
た

「
神
奈
川
糖
尿
病
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
の
取
り
組
み
を
紹

介
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「『
戦
争
と
医
の
倫

理
』を
検
証
す
る
」

　
市
民
公
開
企
画
と
し
て
行

わ
れ
た「『
戦
争
と
医
の
倫

理
』を
検
証
す
る
」シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
は
1
7
0
人
が
参
加

し
た
。3
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
ら

が
、医
師
の
戦
争
犯
罪
な
ど
を

紹
介
し
、医
療
倫
理
に
つ
い
て

の
方
向
性
を
提
起
し
た
。

　
吉
中
丈
志
氏
（
京
都
民
医

連
中
央
病
院
院
長
）
は
、「
　15

年
戦
争
に
お
け
る
日
本
人
医

師
の
戦
争
医
学
犯
罪
」
と
題

し
て
講
演
し
「
日
本
の
医
学

界
は
今
に
至
る
も
事
実
の
検

証
を
行
っ
て
い
な
い
」
と
し

た
。
ま
た
、
小
俣
和
一
郎
氏

（
上
野
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ

ク
院
長
）
は
、
ド
イ
ツ
に
お

け
る
戦
争
医
学
犯
罪
の
歴
史

を
紹
介
し
、
日
本
の
歴
史
検

証
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
。

　
さ
ら
に
山
口
研
一
郎
氏

（
現
代
医
療
を
考
え
る
会
代

表
）
は
、「
今
や
、
生
命
工
学

は
『
人
工
細
菌
』
を
作
る
こ

と
も
可
能
に
し
て
お
り
、
一

歩
間
違
え
ば
生
物
兵
器
へ
の

悪
用
も
可
能
だ
。
確
固
た
る

医
療
倫
理
の
確
立
が
必
要
」

な
ど
と
訴
え
た
。

　
　（
次
号
以
降
に
詳
報
）

記
念
講
演
を
行
う

エ
ム
・
ナ
マ
エ
氏

共　済
懇話会




